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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月2日(2016.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号２、５、８、１１、１４、１７、２０、２３、２６、２９、３２、３５、３８
、４１、４４、４７、５０、５３、５６、５９、または６２に示されるヌクレオチド配列
に少なくとも６０％同一であるヌクレオチド配列、またはそのいずれかの組合せ、または
その相補体を備え、前記単離されたポリヌクレオチドがペクチン分解を増強するポリペプ
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チドをコードする、単離されたポリヌクレオチド配列。
【請求項２】
　配列番号２、５、８、１１、１４、１７、２０、２３、２６、２９、３２、３５、３８
、４１、４４、４７、５０、５３、５６、５９、または６２に示されるヌクレオチド配列
に少なくとも６０％同一であるヌクレオチド配列、またはそのいずれかの組合せ、または
その相補体を備える単離されたポリヌクレオチド配列に中程度のストリンジェンシー条件
下でハイブリダイズする核酸プローブであって、前記中程度のストリンジェンシー条件が
、６×塩化ナトリウム／クエン酸ナトリウム（ＳＳＣ）中、約４５℃でのフィルター結合
ＤＮＡへのハイブリダイゼーション、続いての、０．２×ＳＳＣ／０．１％ＳＤＳ中、約
５０～約６５℃での１回以上の洗浄を含む、核酸プローブ。
【請求項３】
　ｃＤＮＡである請求項１に記載の単離されたポリヌクレオチド配列、または請求項２に
記載の核酸プローブ。
【請求項４】
　ＲＮＡである請求項１に記載の単離されたポリヌクレオチド配列、または請求項２に記
載の核酸プローブ。
【請求項５】
　一本鎖であるである請求項１に記載の単離されたポリヌクレオチド配列、または請求項
２に記載の核酸プローブ。
【請求項６】
異種タンパク質またはペプチドをコードするコーディング配列内の停止コドンによって中
断されていない請求項１に記載の単離されたポリヌクレオチド配列を含む核酸分子。
【請求項７】
　請求項１に記載の単離されたポリヌクレオチド配列を含む組換え構築物。
【請求項８】
　２、５、８、１１、１４、１７、２０、２３、２６、２９、３２、３５、３８、４１、
４４、４７、５０、５３、５６、５９、６２、１、４、７、１０、１３、１６、１９、２
２、２５、２８、３１、３４、３７、４０、４３、４６、４９、５２、５５、５８、また
は６１に示されたヌクレオチド配列に少なくとも６０％同一であるヌクレオチド配列また
はそのいずれかの組合せ、またはその相補体を含む単離されたポリヌクレオチド配列を備
えた発現構築物であって、前記ポリヌクレオチド配列は、宿主細胞において前記ヌクレオ
チド配列の発現を制御する転写または翻訳調節シグナル、またはその両方を含有する調節
ヌクレオチド配列と操作可能に連結されている、発現構築物。
【請求項９】
　請求項１に記載の単離されたポリヌクレオチド配列を含む遺伝子操作された宿主細胞。
【請求項１０】
　ポリペプチドを産生するために有効な条件下で請求項８に記載の発現構築物で形質転換
された細胞を培養する工程、および
　前記ポリペプチドを単離する工程
を備え、または前記工程からなる、ポリペプチドを作製する方法。
【請求項１１】
　アミノ酸配列を含む単離されたポリペプチドであって、前記アミノ酸配列は、配列番号
３、６、９、１２、１５、１８、２１、２４、２７、３０、３３、３６、３９、４２、４
５、４８、５１、５４、５７、６０および６３、またはそのいずれかの組合せからなる群
より選択されるアミノ酸配列に対して少なくとも６０％同一であり、かつ、ペクチン酸リ
アーゼ、ペクチン酸リアーゼ（ｌｙｓｅ）Ｃ、ペクチンエステラーゼ、およびラムノガラ
クツロナーゼ、またはそのいずれかの組合せからなる群より選択される酵素の触媒活性を
示す単離されたポリペプチドであって、ペクチン分解を増強する、単離されたポリペプチ
ド。
【請求項１２】



(3) JP 2015-529071 A5 2016.10.20

　共有結合を介して第２のポリペプチドのアミノ酸配列に融合されている請求項１１に記
載のポリペプチドを含むキメラタンパク質。
【請求項１３】
　請求項８に記載の発現構築物を含む、形質転換体。
【請求項１４】
　請求項８に記載の発現構築物を含む、トランスジェニック真菌Ｍ．ｐｈａｓｅｏｌｉｎ
ａ。
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